
  門前自治会

ホーム   基本情報   募集情報   活動紹介   おしらせ   問い合わせ                  

創舞流 日本舞踊による社会貢献活動の様子(平成

20年度)

くるくる来場者の皆様へ

東久留米市内の梅の花が咲き始める時

期になりました。

さて、創舞流が地域社会に貢献するた

め、平成20年度に日本舞踊を披露した

概要の一部を御紹介致します。

お弟子さんの舞踊の振り付けは創舞流

家元 創舞寿栄吉氏によるものです。

尚、現在、日本舞踊創舞流は、文化庁

伝統文化こども日本舞踊教室を東久留

米市において、指導しています。

創舞流家元の志を引き継いで、創舞流

二代目 創舞吉之城氏が生徒に指導して

います。

先日、東久留米まろにえホールにて発

表会が開催されました。

多くの市民の方が応援に来場して下さ

り、感謝しています。

当日の概要は、J-COM TV（ch111)に

て、放映され、多くの市民が視聴され

たと思われます。

また、平成24〜25年度も文化庁伝統文

化こども日本舞踊教室を開催する予定

です。

市内小中学校の生徒さんを募集中で

す。

ご興味がある方は、御連絡下さい。

稽古開始は3月末くらいから始める予

定です。

定員（30名予定）になりしだい締め切

ります。

稽古場所：

東久留米市わくわく健康プラザ集会室

（東久留米市滝山4丁目3-14）

日時：

毎月第1、第3日曜日 

午後1時30分〜午後4時予定。

実際の演舞様子は、地域の文化祭にも

出演したり致しますので、ご自身の目

でお確かめ下さい。

また、お弟子さんの稽古風景は、西東

京市の稽古場にて、いつでも見学が可

能ですので御連絡下さい。

・問合せ・申込み先

伝統文化こども日本舞踊教室

創舞流二代目 創舞吉之城氏

（専用携帯:090-1506-0630）

「創舞流」検索！

又は、

後援者代表 野島貞夫氏

(TEL:042-471-0912 

FAX:042-476-2555

mail:nojima.sadao@jcom.home.ne.jp）

******************************

左上写真は、東久留米文化祭にて、家

元が振付し、披露した『珍島物語』で

す。

東久留米市文化祭にて

・演目『湯島の白梅』

・演目『お夏清十郎』

・演目『珍島物語』

創舞流家元 創舞寿栄吉氏

西東京市市民文化祭にて

・演目『松竹梅』

・演目『お七』

・二代目 創舞吉之城氏による

日本舞踊についての話

（日本舞踊に興味を持って頂

くために日本舞踊の歴史につ

いてお話しさせて頂きま

す。）
・演目『柳の雨』

日本舞踊が日本舞踊と呼ばれ

るようになったのは、実はそ

んなに昔の事ではなく、近代

と呼ばれる時代に入ってから

の事、と言われています。

それまでは、歌舞伎舞踊で

あったのです。

中世十六世紀後半にはじまっ

た、「風流[ふりゅう]」とい

う、非常に民族的な踊りの中

から、女猿楽や女曲舞の流れ

を汲んだ女芸人のグループが

形成されます。

そんな女性の芸人グループの

中から、戦国時代が終わりを

告げ、徳川家康が江戸に幕府

を開いた、慶長八年

（1603）、京都の四条河原

で、「出雲阿国」が世間の脚

光を浴びることになります。

出雲阿国の踊りは、念仏踊り

や・ヤヤコ踊り・かぶき踊り

と呼ばれ、爆発的な人気を得

る事になりました。

出雲阿国は、現代まで脈々と

続く、「歌舞伎の祖」と呼ば

れる女性です。

その後、幕府の政策に翻弄さ

れ続けた歌舞伎踊りは、やが

ては舞台舞踊となり、演劇で

あり総合芸術である歌舞伎へ

と、変化しながら進化して行

きました。

もともと歌舞伎は最初から総

合的な演劇として存在したわ

けではなかった、といってよ

いのだと思います。

細部を省略して大きく言うと

するならば、踊り専門の芸能

が、演劇として総合化され、

近代になって歌舞伎舞踊が独

立して、日本舞踊という芸能

として定着致しました。

（後援者代表 野島貞夫氏）

後援者代表野島貞夫氏（社団

法人東村山法人会理事、門前

自治会会長）：

創舞流家元の演出・振り付け

は、独特な美意識と伝統芸能

に対する哲学で支えられた創

作活動で、海外で高く評価差

をされています。

家元との出会いは、数年前に

知人の紹介です。

家元の舞踊に対する考えは奥

深いものであり、舞踊を通し

て世界と交流する志しに感動

し、訪問国の唄や音に合わせ

た創作舞踊に感銘を受けまし

た。

その家元の意思を継いだ二代

目と出会い、舞踊に対する真

摯さに共感致しました。

都内ホテル

・演目『祇園小唄』

また、父の影響もあり、自分

も同じように、歌舞伎などの

日本舞踊に携わっている人と

交流を深めたいと長年思い描

いていました。

私の父は歌舞伎の片岡仁左衛

門と家族的な交流がありまし

た。

（父と共通の趣味：鉄道があ

りました。二人は一緒に中

国・ヨーロッパ等の鉄道に数

十回尋ねました。）

父は片岡仁左衛門が歌舞伎座

で演舞する時は、必ず楽屋に

訪問し、激励の挨拶をしてい

ました。

そのため、家元や二代目に懇

願し、伝統文化である日本舞

踊を東久留米に誘致に協力致

しました。

社会貢献の為、創舞流が日本

舞踊教室を地域で開催する構

想が具体化してきました。

家元、二代目と一緒に東久留

米市内の小中学校に目的や趣

旨を説明し、生徒募集を行い

ました。

最初は舞踊教室の認知度が低

かったため、生徒数が少な

かったです。

年を重ねるごとに、認知度向

上の為、より多くの施設（市

役所、図書館等）や人脈を

頼ったため、生徒数が徐々に

増えて行きました。

今年（平成24年2月12日）の

発表会（東久留米市立まろに

えホールにて）は、演舞者の

家族や友達、一般市民等多く

の観劇者が集まり、舞踊を楽

しんでいました。

また、発表会の様子を地域密

着型のJ:COM TVの取材があ

り、「次回発表会の予定日を

お知らせ下さい。取材に向か

います。」と好評を得まし

た。

文責：

門前自治会会長 野島貞夫

TEL:090-3224-0278

FAX:042-476-2555

mail:nojima.sadao@jcom.home.ne.jp
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